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《編集後記》 
 
                                    中島貞夫 
 大阪芸術大学紀要“藝術”27号が刊行の運びとなりました。 
 総合芸術大学である本学の紀要では省察や論考の対象が多ジャンルに渡り、かつ論考は 
個別的であります。その多様性こそが本学紀要の特色であり、一読して頂くだけでも現在 
の芸術、及び、芸術学研究のあり方を容易に見ることが可能になります。その意味でも、 
様々なジャンルに身を置かれる諸先生方の研究成果をこぞって御投稿頂きたいのですが、 
残念ながら本号では、これまでに比べ投稿数が減少するという現象が見られました。諸先 
生方の多忙さはよくよく存じあげておりますが、紀要は大学の顔とも申すべき存在であり 
ます。是非是非、日頃の研究成果を奮って御投稿下さることを改めて期待致します。 
加えて、これ迄にも増して“藝術”を内容豊かな本学紀要に致す為、編集方針を含め皆様 
方の忌憚の無い御意見も賜れればと存じます。 
 最後になりましたが、今回も又、実務委員の先生方には並々ならぬ御苦労をおかけ致し 
ました。改めてその方に感謝の意を表したいと存じます。 
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